
 

  平成２０年度 神奈川県高等学校総合文化祭映像部門大会  

 実 施 要 領  
 

 
１．目的 

      生徒相互の主体性を尊び、創造性と協調性を向上させ、正しいマスコミュニケーションの 

理解をはかる。また、高校生の豊かな創造性を育み、芸術的感性の向上をめざす。 

あわせて校内放送活動の活性化をはかる。 

 

２．主催・主管 

    主催：神奈川県高等学校文化連盟 

       神奈川県高等学校視聴覚教育研究会 

       神奈川県教育委員会 

    主管：神奈川県高等学校文化連盟放送・情報専門部 

        (神奈川県高等学校視聴覚教育研究会 校内放送委員会) 

 

３．参加資格 

    【 神奈川県高等学校総合文化祭 映像部門】 

    県高等学校文化連盟加盟校における１・２年生とする。（未加盟校は要相談） 

  【 第３３回全国高等学校総合文化祭（三重大会） 映像部門 】  

県大会で優秀な成績を修めた作品を、順位順に上位から２作品を推薦する。 

なお、推薦するにあたっては各部門１校１作品のみとする。 

 

４．日時 

    ２００９年１月１０日(土)     １２：３０～１６：００ 

・部門受付(作品提出)   １２：３０ ～  １２：５０ 

・審査              １３：００ ～  １５：００ 

・結果発表       １５：３０ ～ １６：００    

    ※ 参加本数によっては、時間が前後する可能性があります。   

 

５．会場：県立横浜旭陵高校 多目的教室（１階） 

〒241-0001 横浜市旭区上白根町 1161-7  TEL：045-953-1004 

 

６．部門・参加本数・参加費用  
 

 携帯電話動画部門 ビデオカメラ映像部門 

参加本数 ２ 本 ２ 本 

参加費用 無 料 無 料 

７．表彰 

   携帯電話動画部門・ビデオカメラ映像部門 

         １位   ： 教育長賞(申請中) ・高視研会長賞 

２位   ： 高文連会長賞・高視研会長賞     

         ３・４位 ： 高視研会長賞（参加本数によっては変更があります）   

     教育長賞(申請中)・高文連会長賞の表彰は、第２３回神奈川県総合文化祭 閉会式 

（２００９年１月１７日）に行なわれる。 

 

８．審査・審査基準 

① 各部門、教員審査員(校内放送委員会役員他)による。 

② 右表の「審査の観点」に基づき、審査を行なう。 

③ 規定違反(著作権違反を含む)の場合、原則として減点・失格の対象となる。 

④ 詳細は、審査員およびコンテスト運営委員長の協議による。 

⑤ 審査は、公開で行われます。 



 ①配点と観点 
  １．点数は１００点法とする。 
  ２．テーマ点を５０点、制作技術点を５０点とする。 
  ３．テーマ点（５０点） 
    テーマに対し、適切な素材を選び、効果的に表現しているか。 
     ａ．高校生としてすばらしいできばえである（５０点） 
      ｂ．良く出来た内容である（４０点） ｃ．内容はよいが、いま一歩（３０点） 

    ｄ．平凡でおもしろくない（２０点） ｅ．もう少し勉強してみては（１０点） 
  ４. 制作技術点（５０点） 
   (1) 制作の手法 (2) 取材の方法や努力 (3) 企画と構成 (4) 演出と編集 

  (5) 技術（録音・録画の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や 
     効果音の使い方など） 
      ａ．特に優れている （５０点）     ｂ．優れている （４０点） 
      ｃ．普通である      （３０点）     ｄ．やや劣る    （２０点） 
      ｅ．はなはだしく劣る（１０点） 
 ②審査上の留意点 
  １. 制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。 
  ２. 他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないか 

 

９．参加申込 

  ① 期日：２００８年１２月１２日(金) 郵送必着 （ＦＡＸ不可） 

         〒220-0073 横浜市西区岡野１-5-8 

              県立横浜平沼高校 高文連 放送・情報専門部  井浦 洋  宛  

          TEL 045(313)9200 

※ 申込用紙受領後、確認のＦＡＸ（大会当日の派遣依頼状を含む）を送ります。 

１週間を目処にＦＡＸが無い場合は、問い合わせをお願いします。 

    又は、 

       ２００８年１２月１３日(土) に 

   県立横浜平沼高校で行われる「拡大委員校役員校会議」に持参する。 

   ② 提出物：申込用紙（要校長印・顧問印） 

 

 

10．神奈川県高等学校総合文化祭放送部門（映像部門）諸規定 

※次年度の「全国総合文化祭映像部門参加要領」（別紙）に準ずる。 

 県大会に限り、メディアは「ミニＤＶ」のみとする。 

また、作品の前後にテストパターン（静止画・書式は任意）を約１０秒間録画する。 

    

11． 作品提出についての注意 

① ミニＤＶを、角２又は角３の封筒に入れ提出をする。 

② ミニＤＶには、学校名・制作代表者名を書いたシール(各自用意)を貼る。 

③ 封筒の表には、部門・番号・学校名・制作代表者名を記入する。 

④ この部門に関しては、スクリプトの提出は必要ありません。（全国大会も同様です。）  

 

12． その他 

① 閉会式終了後、ミニＤＶ等を返却するので必ず受け取ること。 

② 大会当日の運営に関することは、すべて顧問を通して本部に申し出ること。 

③ 著作権に関する処理は、各校で大会当日までに必ず済ませておくこと。 

  ※著作権に関する必要書類は、大会事務局からの照会があった場合すぐに提出できるように、 

顧問の先生が必ず手元に保管をしておいてください。 

④ 大会に関する問い合わせは、横浜平沼高校の井浦（参加申込の項を参照）までお願いします。
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  制作代表者 ふりがな 学年 本数 

１    
携帯電話 

動画部門 
２    

 

１    
ビデオカメラ 

映像部門 
２    

 

 

 

 

参加申込 

  ① 期日：２００８年１２月１２日(金) 郵送必着 （ＦＡＸ不可） 

         〒220-0073 横浜市西区岡野１-5-8 

              県立横浜平沼高校 高文連 放送・情報専門部  井浦 洋  宛  

          TEL 045(313)9200 

        ※ 申込用紙受領後、確認のＦＡＸを送ります。 

１週間を目処にＦＡＸが無い場合は、問い合わせをお願いします。 

    又は、 

       ２００８年１２月１３日(土) に 

   県立横浜平沼高校で行われる「拡大委員校役員校会議」に持参する。 

 

   ② 提出物：申込用紙（要校長印・顧問印）※この用紙です。 






